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１. はじめに 

ナノバブル（NB）は超微小サイズの気泡で、通常の気泡にはない特異な性質を有することから

洗浄や生物育成などへの応用が進められている。我々は、陽極酸化法で形成した 100 nm径の均一

な細孔を有する多孔質アルミナ細孔薄膜に常圧程度で加圧する手法（ナノ細孔加圧法）を用いて

ナノバブルを発生し、ナノ粒子トラッキング解析法を用いてナノバブルの存在を確認した。この

手法で生成される NB のサイズは 100 nm程度であり、内包するガスも任意に選択できる。我々は

現在、様々なガス種を内包した NB の基本的特性（粒径分布やバブルの挙動）を系統的に調べて

いる。今回は、内包ガス種を変えた場合の粒径分布を、ナノ粒子トラッキング解析法を用いて調

べた結果を報告する。 

 

２. 実験結果 

内包ガスとして、前回報告したCO2, N2に加えて O2, Ar, He

を選び、それぞれについて、NanoSight ナノ粒子解析システ

ム（日本カンタムデザイン社）を用いて NB の粒径分布を詳

細に計測した。図１に Ar ガス内包 NB の粒径分布の一例を

示す。図から粒径が離散的であることが分かる。離散的な粒

径の分布は、前回報告した結果と同様であり、ナノバブル特

有の現象と考えられる。また、粒径分布の隣同士の粒径比が

となっており、この結果は同じ粒径のナノバブル同士が

融合することを示唆している。また、水に対する溶解度が大

きい程、最小粒径が小さくなることも分かった。同一粒径の

ナノバブル同士が融合し易くなる原因については当日議論

する。  

本研究は、JSPS 科研費（18HO1874）の助成を受けたもの

です。 
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図１ Ar 内包ＮＢの粒径分布。 
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